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大磯町の邸

大磯町役

た。まちあ

協会の岡田

回のコース

ゆるぎ浜か

ころがあり

について解

邸は、その

見学させて

 

 

 

 

 

     

公開研究会

～わたしたち

公開研究

れました。

倉祥子氏

組みや、ま

継承とその

阿部勉氏

応援団）よ

課題につい

して、白井

屋代雅充氏

立場からの

からは学会

2 年度日本造

 大磯町役

園文化まちあ

役場を出発し

あるきのガイ

田範正事務局

スには旧林董

からの景観、

りました。ガ

解説をいただ

の後植栽が整

ていただくこ

     

「ランドスケ

ちの役割を考え

究会は、県立

まず、矢野

（大磯町観光

まちあるきガ

の課題につい

（葉山環境文化

より、葉山お

いてお話いた

井充氏（神奈川

氏（東海大学

の意見、小野

会の立場とし

 

造園学会関

 

役場～旧吉田

あるき 

し、旧吉田茂邸

ドをしていた

局長、後藤恒徳

董邸や旧陸奥宗

住民の方のオ

ガイドの皆さま

だきました。ま

整理されたこ

ことができま

     

ケープ遺産は

える 行政・

立城山公園内に

野孝氏（大磯町

光協会理事）よ

ガイドおよびオ

いてお話いただ

化デザイン集

および小田原に

ただきました。

川県平塚土木

学観光学部教授

野良平氏（東京

しての意見をい

東支部大会

田邸，大磯町立

邸までの約 2

ただいたのは

徳氏、大崎和

宗光・大隈重

オープンガー

まからは、背

また、9 月に

とにより、当

した。 

      

は誰が継承す

・所有者・市

にある大磯町

町都市計画課

より、大磯町

オープンガー

だきました。つ

集団理事）、平

における邸園

。以上の皆さ

木事務所）から

授）からは地

京大学大学院

いただきまし

会 報告 

立郷土資料館

2km のまちあ

は、大磯町ガ

和夫氏の 3 名

重信邸といっ

ーデンなど盛

背景や歴史、保

にも見学会に

当初の邸園の

     

るのか」 

民・学会それ

町立郷土資料館

課長）、岡田範

町としての邸

ーデン活動を

つぎに他の地

平井太郎氏（

園文化保存の

さまのお話に

らは行政の立

地域と協働し

院農学生命科

した。 

館研修室  

るきが行われ

イドボランテ

の方々でした

た別荘邸宅や

盛りだくさんの

保存の取り組

て訪れた旧吉

姿が見える状

     

れぞれの立場

料館研修室にて

範正氏（前掲

邸園文化保存の

通じた邸園文

地域の事例と

（小田原まちづ

取り組みの現

対するコメン

立場としての意

て活動されて

科学研究科准教

    

れまし

ティア

た。今

や、こ

のみど

組み等

吉田茂

状態で

    

場で～ 

て行わ

掲）、大

の取り

文化の

して、

づくり

現状と

ントと

意見、

ている

教授）
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事例・研究

口頭発表

心とした若

りました。

     

事例・研究

ポスター

ターツアー

を行った後

また、同時

展示も行わ

 

 

 

 

 

     

デザインワ

「サマース

首都圏の

言を受けな

等の製作を

河川、低地

士と議論し

にて発表し

 

 

 

 

 

     

交流会 

約 60 名

変盛況のう

 日本大学

究発表会（口

表では 19 件の

若手の方の発

 

     

発表会（ポス

ー発表では 20

ーとして発表

後に質疑応答

時に卒業制作

われ、いずれ

     

ークショップ

スタジオ 2010

の造園や建築

ながら、調査

を行うワーク

地、崖線、丘

し協力しなが

しました。

     

の参加があり

うちに終える

学湘南キャン

頭発表） 

の事例・研究

発表が多く、質

     

スター発表）

0 件の事例・

表者が各自ポス

答を行う形式で

作の学生作品展

れも多くの来場

     

プ 

0 千年のラ

築等を専攻する

査・計画・設計

を 7月から行

丘陵に分かれた

がら進めてきた

     

り、特に学生

ことができま

ンパス    

発表が 2会場

質疑応答も盛

      

 

研究発表が行

スターの前で

で行われ、大変

展示レビュー

場者で大変盛

      

ンドスケープ

る大学生達が

計のプロセス

行ってきまし

た計 5チーム

た苦労の成果

      

生を中心とした

ました。 

     

場にて行われ

盛んで活気に溢

     

行われました

でショートプ

変活発な議論

ーならびに各種

盛況でした。 

     

プ」 

が、若手実務者

スを経て、図

した。今回は

ムが、それぞ

果を、模型や

     

た若手の方の

     

れました。学生

溢れた発表会

     

た。今回より、

プレゼンテーシ

論が行われま

各種団体からの

 

     

務者による指導

面、パネル、

テーマ毎に海

ぞれ他大学の学

やパネルとスラ

     

の参加者が多

    

生を中

会とな

    

、ポス

ション

ました。

の招待

    

導、助

模型

海岸、

学生同

ライド

    

く、大


